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1)仕  様

機 械 落径

機 械 厚 ミ

テ ンプ振 動 数

自動 巻

カ レンダー

日修 正 装 置 (

27.00″π

4.50″π

21,600回 //日寺

リュ ウズ回転 式 )

2)特  長

分 解組 立 の容 易 さ と機 能 の安 定 性 を考 慮 し、

リト常 に合 理 的 に設 言十され て い ます。 この ため

ネ ジ、バ ネ類 な どの部 品点数 は大 中 に減 って

お ります。

したが って 、分 解 組 立 も しや す く、故 障 の要

因 も少 く、取 扱 い も簡単 で、 お客 様 に安 ′亡、し

ておす す め で きます。

また便 利 な回転 式 日修 正 装 置付 きで、小 型軽

量脱 進機 及 び大 きな保 有 エ ネル ギー を有 す る

テ ンフ
゜
の使 用 に よ り、 1生育ヒも■ 分 高 め られ て

い ます。

3)分 解・ 組 立

分解は図の番号①―〇の順序に分解してくだ

さ い。

組 立 は図 の番 号 ④― ① の順 序 に組 み立 て て く

だ さい。

4)注  油

図 中の色 は油 の種 類 と注 油 箇 所 を示 します。

● メー ビス A

● セ イ
コー ウ オ ツチ油 S-4

これ以 外 の油 を使 用 す る箇 所 は 、別 に示 して

あ ります の で、確 実 に注 油 して くだ さい。

注 )オ旨示 の な 。ヽ箇 所 には、注 ,由 の必要 が あ り

ませ ノ̈

I^--"t:- f

5)取 扱 上 の注 意 事項

1日 修 正 は二段 日、針合 わせ は三段 目で時 計

方 向 に。

日修 IEは 常 に二段 日でお こない、 リュ ウ ズ

を反 時 計 方 向 に回 した とき、 日送 りが連 続

的 に で きるか研究忍して くだ さい。

針 合 わせ は三段 目でお こな い ます。 た だ し

3時間戻 しに よ る 日修 正 は で きませ んの で

針 合 わせ は時計 方 向 にお こな って くだ さい。

2.自 動 巻 輪列 ιこ
`ま

S-4を
'主

,由 。

分 解 組 立 の際 は、必 ず指 定 され た油 を使 用

して くだ さい。 特 に 自動 巻 音陶こιまセ イ コー

ウ ォ ッチ油 S-4を 多め に注 油 す るこ とを

おす す め します。

S-4が 手 も とにな い場 合 は S-6で も結

構 です。

3.回 転錘 の組 み立 て は ⇒○ を合 わせ て。

回転錘 を取付 け る場 合 は、回転錘 の→ 穴 と

一 番伝 工車 の○ 穴 が 、つ きあ わ され た状 態

(→〇 )で最 大 の巻 上 げ効率 が得 られ ます。
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7005A カ レ ン グ ー  切 換 機 構

日修 正 具 合 お よ び 金|の ス レ を

点検 し て く だ さ い。

4 > ffiF>14-
a.fi+ft L < <

日 車

⑥

カ ン ヌ キ 押 エ ネ ジ
〈 □ )

一
カ ン ヌ キ 押 工

①

41ナ
ー ー ー ー ー ー ー オ シ日①

力了ヌキ〈ζ)
カンヌキとツ ゾミ車及カンヌキ尾部

+r..+.ffi*c

文字板(2)

文字板劃ング③

一 体 防 木 ケ ー ス に 使 用 し て い ま す 。

`た

E口音Ьを押 tと 巻 真 が 抜 け ま す 。

⑫日躍制レー

針座

筒 車

０
５
４
０

０

０
０
Ｇ

①

⑬
Ｏ

日送 ツ メ

中 間 車

日送 車
。 0 。

ダイヤシ ョック

巻 妻

オン ドリピン

又 ず喜 ④
だ さ い。
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7005A 自動 巻 輪 列 脱 進 調 速 機 構
回 転 錘 の 取 付 け 位 置 回転錘

(璽)
ボ ー ル ベ ア リ ン グ内 輪 が 内 ネ ジ に な っ て い ま

す。 大 き な ドラ イバ ー を使 っ て 十 分 締 め て く

だ さ い。 ま た 回 転 錘 を と りつ け る 祭 ιま、 回 転

錘 の→ と一 番 伝 工 車 の Oを つ きあ わ せ て (→
0)ネ ジ締 め を して くだ さ い。 こ の 位 置 で 最
も よ い 巻 上 げ 効 率 が 得 ら れ ま す 。 (左 図 )

①

Ｏ

二 番 伝 工 車 止 ネ シ

(左 ネ ジ )

二 番 伝 工 車

一 番 伝 工 車

①マシンクレ~

④

角 穴 ネ ジ

多 め に注 油 して くだ さ い。

１
０

一 番 受 を セ フ トす る 前 に 一 番 伝 工 車 、 マ ジ ァク

レバ ー 、 伝 工 才甲工 を セ ン
｀
卜 し て くだ さ い。

図 の 矢 印 部 に注 油 し ます 。

自動 巻 部 の 注 油

自動 巻 部 へ の 注 泊 は セ イ コー ウ ォ ッチ 油 S―
4を 注 油 して くだ さ い。 特 に一一番 伝 ェ車 、二
番 伝 工 車 へ の 注 油 は重 要 で す の で 、 多 め に S
-4を 注 泊 して くだ さ い。 手 も とに S-4が
な い場 合 は S-6で も結 構 で す 。

一番受〈璽)

受 ネ ジ

②

四番車〈玉)
二番受ネジく:)

④「角穴車

⑩7丁

(コ 〉
受 ネ ジ

ダイヤシ ョ

(⊃ )―
テ ン プ受

l● るめ ます。

三番車…①
略受①
ガンギ車〈亜)

CE〉
テンプ

(亜〉
アンクル受ネシ

(璽〉
アンクル受

④
アンクル

香箱車(D
ンヽゼ‐⑫
二番車〈錘)

文 字 板 止 ピ ン

文 字 板 を肴 脱 す る 祭 は ビ ン

を 90。 -150・ 回 して くだ さい .
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7005A

6)自 動 巻 機 構 の 力 の 伝 達

回転錘 → 一 番伝 工車

→ 二 番伝 工車→ 角穴 車

-?>')?V)s-+

1a' :/ -1, 4

角 穴車 の穴 と香箱 真上 部 は D形状 に な って い
ます の で、角 を合 わせ て組 み込 ん で くだ さい。

(図 -1)

7)切 換 、 日修 正 機 構

リュ ウ ズー 段 日 :フ リー の状 態 で す 。(図 -2)

リュ ウ ズ ニ段 目 :ツ ヅ ミ車 の ラ チ エ ッ ト歯 が

日車 の 歯 とか み あ っ て 、 こ

こ で リュ ウ ズ を左 に 回 わ せ

ば 日修 正 が で き ます 。 日修

正 の で きな い 区 間 は あ りま

せ ん。 (図 -3)

リュ ウ ズ三 段 目 :ツ ヅ ミ車 は 日 ノ裏 車 とか み

あ い針 合 わ せ が で き ます 。

針 合 わ せ は 時 計 方 向 で お こ

、  な い ます 。

(/1ヽ鉄 車 は あ りませ ん )

(図 -4)

文 字 板 止 ピ ン

偏 ,と、ピ ン式 を採 用 して い ます 。 溝 部 を ドラ イ

バ ー で右 回 転 す れ ば 、 ピ ンの 斜 面 部 が文 字 板

の 足 に くい込 み 固 定 され ます 。 (図 -5)

分 解 す る時 は左 に 回 せ ば文 字 板 足 か ら斜 面 部

が は な れ ます が 、文 字 板 止 ピ ン を地 板 か ら抜

く必 要 は あ りませ ん。

ォ シ ド リ ピ ン

図 の よ う |こ バ ネ性 を利 用 して 地 板 に糸吉合 され

て い ます の で 、分 解 組 立 の際 は地 板 か ら抜 く

必 要 は あ りませ ん。 巻 真 を抜 く場 合 は 、 表 側

か ら ドラ イバ ー を溝 に直 角 に あ て て 押 して く

だ さ い。 (図 -6)

↓

↓

図 -2

図 -3

図 -4

(組立 )(分 解 )こ

図 -6
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